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る事ありと RUzIKA,JANST は云って∨､る, 而してゼレン酸化物及蒸気酸化物をベントナイト
にて100倍稀釈して馬鈴薯寒天培養基に混合せり.培養基に対する濃度を 0.1%,0.05%,0.02
%,0.01%,0.05% とせ り.但しピネンのみは 0.08%,0.05%,0.0台%,とせ り.何菌はナメ
コ,ヤケイロタケを用い,温度 260Cの恒湿器で7日間観察せ り.その結果は次表の如 くで数値
は同一濃度 2コの平均値な り.
亡註7 ピネンノを Co触媒 として酸イヒせ るもの･････p-C
/ Mn / ･,--p-M
/ Pb / ･-･-P-P
// Se / .･･･p-Se
と`略記する
算 1表 ピネン/酸イヒ物のナメコに対す る殺菌作用
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を示した.これはピネン'自体の4.倍の殺菌力を有するものである.第3報の放根原油の脱水素生
成物に比べると,はるかに高い殺菌性を示しているが,これほど.ネy巨体の殺菌力がより大きく
且つゼレン,各触媒自体も相当の殺菌力を有するので当然の結果と云える.
結 '毛△.日岡
@
1.本実験は第3報の補足的に行われたもめで,防腐剤の殺菌力を高める為の混合剤の目的に使
用する予定である.
2.各薬剤中ゼレン酸化物,及びマンガン触媒茎気酸化物が .kilingpoint0.02%,totalin-
habitpoint0.01% で最大の殺菌力を示した.
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